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１．はじめに 
本報では、建物のエネルギーシミュレーションプログラ

ムの検証手順を確立することを目的に IEA（国際エネルギー

機関）で開発された BESTEST の手法を用いて行った、

BEST プログラムの検証方法及びケーススタディの結果につ

いて報告する。この BESTEST の報告書の序文には“the 
experts (a group of model developers and users) unanimously 
recommended that no building energy simulation program be used 
until it is at least checked with the BESTEST procedure.”と表現さ

れている。 
２．検証方法 

BESTEST では、欧米で広く利用されている各種プログラ

ム（BLAST, DOE2, ESP, SERIRES, S3PAS, TASE, TRNSYS）
での年間積算負荷やピーク負荷などの出力と、対象となるプ

ログラムの出力とを比較・診断していくことで検証を行う。

その際に入力する建物には、図１のような単純な形のものが

用意されており、また計算条件も表１に示すように非常にシ

ンプルなものとなっている。表２に各ケースの入力項目と診

断項目を示すが、このように、建物の熱容量や空調制御、換

気の有無、窓面積の与え方、建物方位、外部日除けといった

項目の入力の違いによる、出力結果への影響について検証が

可能である。その際に必要となる BESTEST での比較可能な

出力項目を表３に示す。検証するプログラムにおいて、これ

らの出力結果が違う場合は、フロー図に従って問題点を見つ

けることができるのも BESTEST の長所である。また、気象

データはアメリカのデンバーの標準気象データ（TMY デー

タ）が用意されているが、そのままの形式では読み込めない

ため、EnergyPlus 気象データ（以下 EPW データ）を入手し

て計算を行った。 
３．ケーススタディ 
今回行った CASE_600～630 までの BEST と BESTEST の

比較（年間積算負荷、ピーク負荷）のグラフを図２に示す。

ほとんどのケースで、

比較対象である各プロ

グラムの出力結果の最

小値から最大値の範囲

におさまっているもの

の、CASE_600 の年間

表１ 標準計算条件(CASE_600) 

気象データ EPW データ(Denver） 

建 物 情 報 面積：6m×8m＝48 ㎡、高さ：2.7m、窓面積：12 ㎡ 

ガラス種類 透明フロート二重（ガラス厚：3 ㎜、空気層：12 ㎜） 

屋根

ID316:ﾌｧｲﾊﾞｰｾﾒﾝﾄ 0.19W/mK 10 ㎜ 

ID49：ガラス綿（24K） 0.042W/mK 112 ㎜ 

ID314：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝｺﾝｸﾘｰﾄ 0.14W/mK 19 ㎜ 

床 
ID44：半硬質繊維板 0.14W/mK 25 ㎜ 

ID50：ガラス綿（32K） 0.040W/mK 1003 ㎜ 
壁 体 構 造

外壁

ID316:ﾌｧｲﾊﾞｰｾﾒﾝﾄ 0.19W/mK 12 ㎜ 

ID49：ガラス綿（24K） 0.042W/mK 66 ㎜ 

ID314：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝｺﾝｸﾘｰﾄ 0.14W/mK 9 ㎜ 

侵入外気量 0.41 回/h 

内 部 発 熱 機器 0.2kW 冷却方式：自然放熱 

空 調 条 件

暖房：室温＜20℃、冷房：室温＞27℃ 

暖房容量：1000kW、冷房容量：1000kW （実際上∞） 

外気導入なし 

計 算 間 隔 3600sec 

図１ 標準建物アイソメ図(CASE_600)
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暖房 冷房
600 20℃ 27℃ － 12 S － 熱容量が小さい建物の標準ケース
610 20℃ 27℃ － 12 S V:1m 南側水平ルーバーの影響の検証
620 20℃ 27℃ － 6,6 E,W － 東/西面の窓からの日射透過率の検証
630 20℃ 27℃ － 6,6 E,W VH:1m 東/西側水平垂直ルーバーの影響の検証

640 － 12 S － セットバック制御の検証

650 off 27℃ ○ 12 S － 外気導入の検証
900 20℃ 27℃ － 12 S － 熱容量が大きい建物の標準ケース
910 20℃ 27℃ － 12 S V:1m 南側水平ルーバーの影響の検証
920 20℃ 27℃ － 6,6 E,W － 東/西面の窓からの日射透過率の検証
930 20℃ 27℃ － 6,6 E,W VH:1m 東/西側水平垂直ルーバーの影響の検証

940 － 12 S － セットバック制御の検証

950 off 27℃ ○ 12 S － 外気導入の検証

窓面積
[㎡]

方位 日除け 診断項目
空調制御

CASE 熱容量 換気

小

大

※1　23:00～7:00は10℃以下で暖房、7:00～23:00は20℃以下で暖房、冷房は常に27℃以上

ｾｯﾄﾊﾞｯｸ※1

ｾｯﾄﾊﾞｯｸ※1

・年間積算負荷

・各ケース間での差

（例：610と600の積算負荷の差）

・ピーク負荷とその発生日時

・最大室温とその発生日時

・最小室温と 〃

・年間平均室温

・各面での年間の全日射量

・窓の年間の透過日射量

・代表日の室温の時刻変動

・代表日の負荷の 〃

・代表日の全日射量の 〃

表３ 比較可能な出力項目表２ 各ケースの入力項目と診断項目 
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積算冷房負荷、ピーク冷房負荷に関しては最小値を下回る結

果となった。 
CASE_600 での夏期及び冬期代表日の時刻変動のグラフを

図３に示す。BESTEST にある冬期代表日の室全熱負荷の時

刻変動を比べてみたが、ほぼ同じ変動、値であることが確認

できた。 
今回のケーススタディは一部であり、今後引き続き、表 2

にあるケースの計算を行い、表３にある比較可能な出力項目

について詳細な検証を行っていく必要がある。 
４．まとめ 

BEST の検証として、BESTEST による検証方法とケース

スタディについて報告した。現在世界で最も人気がある

EnergyPlus も BESTEST での検証を行っており、今後、

BEST が国際的なエネルギーシミュレーションプログラムと

して認知される為にも、BESTEST での検証は必須である。 
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図２ BESTと BESTESTの出力比較 
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図３ 各代表日の時刻変動(CASE_600)
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